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里山田活性化を地域の活性化L= l岸びコL畠ために
のほか､ペレットストーブは暖炉のように実際に また能美市では､安価な木材の輸入等によって林業

宵 火を灯しそれを目で見ることが可能であるため､ 離れが進むとともに､高齢化や後継者不足､不在地主

視覚的な効果も期待できます｡さらに完全燃焼に近い の増力ロなどにより､森林の管理不足が目立つようになっ

かたちで燃焼されるため､一酸化炭素など有毒な気体 ています｡里山に関わる NPOやボランティア団体の育

が発生する確率が低く､安全性の面でも優れていると 成や､団塊世代を中心にした退職者の活動など､地元

言えます｡ 住民と行政とが協力し合い､森林や里山を保全､活用し

本プロジェクトでは能美市の里山の資源を有効利用 ていく体制づくりも必要です｡

するため､能美市の多彩な里山資源の中から木質バイ

オマスに焦点を当てたものです｡さらに木質バイオマス

の利用形態についてもチップやペレットとしての利用に

絞った上で地消地産モデルを検討したものであり､こう

したモデルを実際に形成していく際には､今回考察した

要因以外にもさまざまな要因があると考えられます｡単

純に成功した事例を当てはめるだけではなく､地元関係

者等がさまざま視点から意見を出し合って検討し､能美

市独自の資源利用モデルにしていくことが､里山の有

効利用につながり､地域における活性化に結びついて 本プロジェクトの内容は北陸地域再生シンポジウム (2006年 11月)

いくと考えられます｡ にてポスター展示された｡写真はプロジェクトメンバーの学生｡ 

-

『Jtイオマス亡L3
バイオマスとは生物資源 (boの呈( s)i) masを表す概念で､この世の中に存在するすべての動植物を由来とする有機性資源で､

化石資源を除いたものを指す○バイオマスは持続的に再生可能な資源であるため､ t[を大量に生産､これまでの有限な資源の商｡=] 消費､

廃棄する一方通行のシステムを改め､有限な資源を有効活用する循環型社会システムへの形成に向けて重要な役割を担う○地球温暖

化を防ぎ､化石資源への依存を低減する意味からも､新たな観点からバイオマスの活用を推進していくことが求められている○

日本には自然の恵みによりもたらされるバイオマスが豊富にあり､その多くは農山漁村に存在する○バイオマスの活用により､都市

宇佐の 展 望 

AITでは今後も恵の長い活動を展開し､学生とJ S

地域の人々との連携によって地学連携を進め､能

美市の里山地域の活性化につなげていきたいと考えて

います｡

また間伐材の利用については､市内九谷陶芸村にあ

る登り窯の燃料として使用するという構想もあり､実現

すれば伝統工芸分野で地産地消かつカーボンフリーの取

り組みというユニークなモデルができあがります｡また 

JAISTにバーベキューコーナーを設置するという楽しい 九谷陶芸村の登り窯

アイデアもあります｡ 

JFqST社喜イJへ-シヨン ･シリーズ Nロ.15 

[重工司 2008年 3月 
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里 山 は ､ ヒ ト 亡 生 き 租 が害5号大tWj堰所です
森林管理の副産物として間伐材が発生します｡間伐材は

ひと昔前は燃料として薪や炭として活用されていました

能美i

山｣とは､集落､人里に接した山のこと｡里山には 古来の身近な生き物たちまでが絶滅に瀕してしまってい

が､今日ではそうした利用は減少しています｡プロジェクト

ではこの間伐材を木質バイオマスとして活用するモデルを _∵ 二
匡ヨ 広葉樹林､スギ林､竹林などの森林をはじめ､草地､ ます｡里山文化は 20世紀後半以降のわずかな間に失わ 構築しました｡具体的には間伐材から木質ペレットを作製し､

t 鹿 l ~
加工処理 

田んぼ､畑､ため池､小川､民家などのさまざまな環境が れようとしているのです｡ 市内の公共施設などのストーブや温泉施設の熱エネルギー
(チップ･ペレット化)

細かく入り交じり､多様な生き物たちが共存するに好適な 里山が市面積の 5割近くを占める能美市も例外では として利用､さらにその利益を森林保全の活動につなげる

生息場所を提供しています｡里山は多面的機能を持って ありません｡林業は安価な輸入木材に押されるなどで という地消地産モデルです｡
森林資源 エネルギー利用 

おり､古くから自然と人が調和した亭らしを支えてきました 皆無､農家の高齢化や後継者不足で休耕田が増加する､ (間伐材など) (温泉施設など)

が､近年､農林業の衰退などによって田畑 ･山林の荒廃が

進んでいます｡その結果､かつては普通に見られた日本

猪被害が増加するなど､里山の荒廃になすすべもないと

いう状況です｡ くゝコ 利益 くゴ(収益 ･保全など) ブ 

■里LIJの持つ宕面的績醍

経済的機能
工芸品の生産

食料 .木材生産 農産物の生産
生活 .就業の場 農業就業

土地の供給 (住宅地 .各種施設等)

水資源面責

土壌浸食防止

自然的機能 国士 .資源の保全 洪水 .土砂災害防止エネルギ-ポテンシャル (Jでイオマス .水力 .風力発電)

自然環境保全 環境の浄化ヒートアイランド現象緩和

生物多様性保全

文化的機能 -保健の増進
文化の継承 伝統文化の保全原風景の保全

レクリエーションの場供給
農業技術の伝承

交流の場 都市と農村の交流

7rt Iイオマスを使∃亡､ んXLTl葉T = j.Lこ亡があ舌 !
このモデルでは､木質バイオマスを導入して得られる利益として､金銭的な利益とは別に､

｢環境配慮｣｢里山の保全｣｢環境教育｣｢地域産業の活性化｣などの社会的利益が考えられます｡

木質ペレット､木質チップはカーボン二ユ-トラルといって､大気中の C02を国定する効果があります｡石油では古代の C02

を排出し､地球上の C02を増加させてしまいます｡しかしバイオマスは有機物であり､燃焼に含まれる炭素はそのバイオマスが成

長する過程で光合成により大気中から吸収した C02に由来するため､バイオマスを使用しても全体として見れば大気中の C02を

増加させない､とされる性質のことです｡京都議定書を筆頭に環境への見直しが活発化している中､この代替エネルギーの導入は

環境都市としてのブランドの確立が見込めます｡

里山を中Ju= Lを眉 悲 木質バイオマスの活用に先駆的に取り組んでいる岩手県住田町の背景には､林地残材を放置したままにしていたため 1999年のLLした他産地消モ苧JJ
豪雨で土砂と流木による災害が発生したということがあります｡林地残材の活用は災害予防につながるとともに､近年目撃情報が

元住民が潤う里山の振興を目指したい-｡そうした の調査研究を進める中で着目したのが､能美市の里山地
増加している熊や田畑を荒らす猪の対策にも効果的です｡

STでは 2006年度より能美市との

間に締結する学官連携協定の一環として､里山地域の

豊喜な地域資源を活用した学生ベンチャー企業の育成を

目指すプロジェクトを始動しました｡ 

也 想いで､JAI 域の約 7割を占める山林の森林資源です｡

公共施設にペレットストーブを設置することで､市民に本プロジェクトの環境における意義を身近に感じてもらいやすく､そこか

2006年にはその事前調査として､知識科学研究科 ら環境への意識が芽生えていくことが期待されます｡

博士前期課程の学生 5名が､能美市や､里山の活性化に

向けて活動する市民グループ ｢能美の里山フアン倶楽部｣

と連携し､産品や荒廃地､人材などあらゆる里山資源を掘

り起こし､投資を抑えて採算が見込める起業の可能性を探 岩手県では木質ペレットの研究会が立ち上がり､それまで海外製品に頼っていたペレットストーブを自分達で開発するなど活発に
りました｡里山に関する文献調査､能美市里山の現地調査､ 活動を行っています｡能美市においてもこうした二次的な効果が期待できます｡
里山在住の方へのインタビュー､先進NPO法人視察など


